
 予 算 の 体 系 

平成２８年度 健康政策部当初予算のポイント 

  一般会計当初予算額（人件費を除く。） 

平成２８年度    ３５,６２３,０８８千円 

平成２７年度     ３１,９７９,１９９千円 

対前年度比増減       ３,６４３,８８９千円 

               （１１.４％） 

基本的な考え方 
 

生涯を通じた県民の健康づくりを推進する 
とともに、県民が安心して医療を受けられる環境 
づくりに取り組むことで、住み慣れた地域で安心 
して暮らせる「日本一の健康長寿県」を目指す。 

 
 
 
○在宅医療の推進 
 ・入院から在宅への円滑な移行 
 ・訪問看護サービスの充実 
 ・在宅医療への薬局・薬剤師の参画の推進 
 ・在宅歯科医療の推進 
 ・医療安全対策等の推進 
 

○医療人材の確保 
 ・医師の育成・資質向上に向けた支援 
 ・看護職員の確保対策の推進 
 ・薬剤師の確保対策の支援 
 

○県民が安心して暮らせる急性期医療体制の 
 確立 
 ・救急医療体制の確立 
 ・高知医療センターの運営支援 
 
○医療保険制度の安定的な運営 
 ・国民健康保険の安定的な運営 
 ・後期高齢者医療制度の安定的な運営 

 
 
 

○がん予防の推進 
 ・がん検診の受診促進 
 ・ウイルス性肝炎対策の推進 
 

○血管病対策の推進 
 ・特定健診・特定保健指導の受診率向上対策  
 ・重症化予防対策 
 ・たばこ対策、高血圧対策 
 ・歯周病予防による全身疾患対策 
 

○健康教育の推進 
 ・学校等における健康教育・環境づくり 
 ・子どもの頃からの歯と口の健康づくりの推進 
 

○「ヘルシー・高知家・プロジェクト」の推進 
 ・健康づくりの県民運動「ヘルシー・高知家・ 
  プロジェクト」 
 ・高知家健康づくり支援薬局を活用した県民の 
  健康づくりの推進 
 

○疾病対策の推進 
 ・がん対策の推進 
 ・感染症対策の推進 
 ・難病等対策の推進 

 
 
 
○南海トラフ地震等災害対策の推進 
 ・災害医療救護体制の整備 
 ・医療施設耐震化等の促進 
 ・保健衛生総合庁舎等の耐震化 
 ・水道施設の耐震化  
 ・保健衛生の体制強化 

 
○健康危機管理対策等の推進 
 ・新型インフルエンザ対策の推進 
 ・医薬品等の安全対策の推進 
 ・水や食品の安全・安心の確保 
 ・生活衛生対策の推進 
 ・福祉保健所等経費 

 

 

壮年期の死亡率の改善      
            1,579百万円 

地域地域で安心して住み続けられる 
県づくり 
           29,236百万円 

県民の安全と安心の確保のための 
体制づくり 

          4,096百万円 

 
 
○少子化対策推進県民会議を中心とした 
 官民協働の県民運動へと抜本強化 
 ・母体管理の徹底と切れ目のない 
  妊産婦ケアの充実 
 ・健やかな子どもの成長・発達への支援 

少子化対策の抜本強化 
          712 百万円 
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   （１）がん検診の受診促進 
 ★① がん検診受診促進事業費   54,649千円 
     ・【拡】がん検診を受診し要精密検査と診断されたにもかかわらず、 
    精密検査を受診していない方への受診勧奨を実施 
     ・【拡】市町村検診が開始される年度当初にマスメディア等を 
     活用した広報を実施することで、県民が検診の受診機会を 
     逃さないよう啓発を実施 
 

（２）ウイルス性肝炎対策の推進 
  ① 肝炎対策事業費   132,971千円 
    ・【新】肝疾患診療のネットワークを強化することで肝炎診療の 
    質の向上を図るとともに、陽性者や家族への相談、市町村等に 
    対する技術支援を実施 
    ・【拡】職域の集団検診での無料肝炎ウイルス検査の実施 
 
 
 
 

（１）特定健診・特定保健指導の受診率向上対策 
  ①健康づくり団体連携促進事業費  5,524千円 
   ・地域の健康づくり団体が連携した特定健診・がん検診の 
    受診勧奨を支援 
 

   ★②【新】特定保健指導体制強化事業  3,945千円 
   ・高知県栄養士会における特定保健指導の実施など保健指導等の 
    実施体制構築に向けた取組を支援 
 

★（２）重症化予防対策 
   ・糖尿病が重症化して人工透析に移行することを防ぐ対策として、 
    特定健診後の未治療ハイリスク者に対する対応の強化、治療中断者 
    への受診勧奨や診療所と病院の連携による栄養指導等を行う取組を 
    支援 

 
 
 
  
 
 
 

 

 
 
   （１）健康づくりの県民運動 
    「ヘルシー・高知家・プロジェクト」  
    ★① 【新】高知家健康パスポート事業  6,221千円 
    ・県民の健康意識の更なる醸成と健康的な保健行動の 
     定着化を目指し、高知家健康パスポート事業を実施          
   ② 働き盛りの健康づくり総合啓発  13,892千円 
      ・働き盛りに対する高血圧・たばこ対策等の啓発事業を総合的に 
     実施 
     

   （２）高知家健康づくり支援薬局を活用した県民の 
     健康づくりの推進 
       ① 健康づくり・医薬連携推進事業費      4,074千円 
     ・健康に関する相談などが気軽に受けられる総合的な 
      情報拠点としての地域の薬局の認定数の拡大 
     ・高血圧や禁煙支援、特定健診やがん検診、乳幼児健診 
      の受診勧奨等の取組の充実 
 
 
 

  
 

★（１）学校等における健康教育・環境づくり 
   ① 子どもの健康的な生活習慣支援事業   2,991千円 
    ・健康的な生活習慣の定着に向けた授業等で副読本を活用した 
     健康教育を実施 
 

     ②【拡】食育推進事業費   2,365千円 
    ・健康的な食習慣を家族全員で実践できるよう、ヘルスメイトに 
     よる児童への食育を通じた健康教育等を実施 

 
 
 
 （１）難病等対策の推進 
   ① 難病相談支援センター事業  13,360千円 
    ・難病患者の療養生活に関する悩みや不安に対して、相談に応じ、 

      必要な情報の提供及び助言などの支援を実施 

 壮年期の死亡率の改善                 1,579百万円 

血管病対策の推進 

疾病対策の推進 

「ヘルシー・高知家・ 
プロジェクト」の推進 

「よさこい 
健康プラン 
21」の推進 

 

働き盛り世 
代の死亡率 
の改善 

 

がん予防の推進 

健康教育の推進 
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（１）医師の育成・資質向上に向けた支援 
 ★ ① 医師確保対策事業費 858,161千円 
   ・医学生への奨学資金の貸与 
     ・医学生・若手医師のフォローアップの充実 
   ・総合診療専門医等の養成プログラム作成に対する助成 
   ・県内の指定医療機関等の行う医師住宅整備への助成   
   ・病後児保育を実施する医療機関に対する助成 
   ・高知大学医学部への家庭医療学講座の設置 
   ・地域医療支援センターの運営 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）看護職員の確保対策の推進 
  ① 看護の人づくり事業費   428,332千円 
   ・看護職員の定着・資質向上を図るための研修の実施 
     ・看護師や助産師を目指す学生への奨学資金の貸与 
   ・潜在看護職員に対する研修及び施設とのマッチングを実施    
   ・看護学生等に対する就職説明会の開催 
 

（３）薬剤師の確保対策の支援 
  ①薬剤師確保対策事業費    780千円 
   ・薬学部生等への就職情報提供や未就業薬剤師の復職を支援   
 

 
 

 

医師のキャ
リア形成を
支える体制
づくり 

必要な医療を
受けられる 
体制づくり 

 
 

  （１）入院から在宅への円滑な移行              
   ① 地域包括ケアシステム構築事業費  19,302千円 
    ・地域の多職種にわたる医療・介護関係者が 
     在宅療養患者の情報を共有できるシステムを構築 
      

 （２）訪問看護サービスの充実 
    ★① 訪問看護体制整備支援事業費   90,671千円 
    ・訪問看護ステーション連絡協議会を中心とした 
     中山間地域等へ訪問看護師の派遣を行う仕組みを整備 
    ・訪問看護師の確保及び技術向上のための研修の実施 
 

 （３）在宅医療への薬局・薬剤師の参画の推進 
    ① 健康支援・医薬連携推進拠点整備及び担い手養成事業 
     （うち在宅訪問薬剤師養成研修事業）      1,225千円 
    ・患者の飲み残し薬をきっかけに在宅医療関係者と地域の薬局・薬剤師 
     が連携し、患者を中心とした多職種が連携する取組に対する支援 
 

 
 

 （１）救急医療体制の確立 
   ① 救急医療対策費            248,215千円 
    ・「こうち医療ネット」による地域住民、医療機関、消防機関を 
     対象とした救急医療情報の提供 
    ・救急医療機関の適切な受診に向けた啓発 
    ・小児科救急勤務医師へ当直手当を支給する輪番病院に対する助成 
    ・小児救急患者のトリアージを担当する看護師を 
     設置する輪番病院に対する助成 
 

   ② ドクターヘリ運航事業費   287,493千円 
    ・ドクターヘリの運航経費に対する助成 
 
 
 

 （１）国民健康保険の安定的な運営 
   ① 国民健康保険調整交付金     4,424,772千円 
    ・市町村間における財政力の不均衡を調整するための支援 
  

 （２）後期高齢者医療制度の安定的な運営 
   ① 後期高齢者医療給付費負担金   11,291,337千円 
    ・高齢者医療の給付に対する負担 

 地域地域で安心して住み続けられる県づくり          29,236百万円 

医療保険制度の安定的な運営 

在宅医療の推進 医療人材の確保 

 
 ◇若手・中堅医師のキャリア形成支援 
  ・指導医の育成及び支援 
  ・若手医師のレベルアップ支援や後期研修医の確保及び資質向上支援 
 ◇即戦力の医師確保対策 
  ・県外の私立大学との連携による医師招へい 
  ・「こうちの医療RYOMA大使」の設置 
  ・医療再生機構による医師の派遣 
  ・赴任医師に対する研修修学金支援 

高知医療再生機構における取り組み

県民が安心して暮らせる 
急性期医療体制の確立 

http://1.bp.blogspot.com/-eXJOFpNKRoY/UOJk1XRaWeI/AAAAAAAAKJc/77wrOj0HPX4/s1600/kenkoushindan_choushinki.png
http://4.bp.blogspot.com/-Fr6jet3vy28/UrlnTrnrg7I/AAAAAAAAcPo/GqUC5RVSmbI/s800/houmon_shinryou_nurse.png
http://1.bp.blogspot.com/-aa8DuSxqUvY/UgsxcYkGbFI/AAAAAAAAXXU/SsPSIQU5jGE/s800/job_doctor.png
http://1.bp.blogspot.com/-WK8bF0PScz0/Ugsxcg6jwHI/AAAAAAAAXXY/e9VZyoP23zw/s800/job_doctor_woman.png


安全・安心
な出産環境
づくりと 
母子保健の
基盤強化 

 
 
 
（１）母体管理の徹底と切れ目のない妊産婦ケアの充実             
 ★① 母体管理支援事業費   39,074千円 
   ・超低出生体重での出生を防ぐため、妊婦健康診査に 
    おいて早産予防のための検査を実施 
       ・産前・産後ケアサービスの充実のため、市町村の取組や 
          地域で活動できる方の人材育成等への支援を実施 
   ・【新】市町村による子育て世代包括支援センターの設置等を支援 
         ※少子対策課から所管替え。厳しい環境にある子どもたちへの支援を含む。 

  

  
 

 

 
 
    

少子化対策推進県民会議を中心とした 
官民協働の県民運動へと抜本強化 

 少子化対策の抜本強化                 712百万円 

  （２）健やかな子どもの成長・発達への支援 

    ①健やかな子どもの成長・発達支援事業費    8,389千円 

            ・１歳６か月児・３歳児健診の受診促進のための市町村の取組 

      に対しての支援（未受診児への受診勧奨、地域の人材育成） 

       ・未受診児等への確実なフォロー体制の強化 

       ・母子保健指導者を対象とした体系的な研修の実施 

    
 
 
  県民の安全と安心の確保のための体制づくり       4,096百万円 

 
 

（１）災害医療救護体制の整備 
 ★① 南海トラフ地震関連災害医療対策費  1,110,759千円 
   ・【新】災害医療に関する知識や技術修得のための研修会の開催 
   ・医療機関や市町村等が行う施設、設備、備品の整備を支援 
   ・【新】県内医師やDMAT等を参集拠点から地域へ搬送するための 
    計画を策定 
   ・前方展開型の医療救護活動を実現するため、地域ごとの行動計画 
    の策定や災害医療に関する研修及び訓練の実施 
       ・【拡】孤立する地域に災害急性期に必要な医薬品等を備蓄 
 

  ② 在宅難病等患者及び人工透析患者災害支援事業費   1,309千円 
   ・医療従事者の研修や、発災時の人工透析患者の 
    広域搬送を想定した訓練を実施 
 

（２）医療施設耐震化等の促進 
    ①  医療施設耐震化促進事業費   281,248千円 
   ・医療機関が行う耐震整備に対する助成 
 

（３）保健衛生総合庁舎等の耐震化 
  ① 保健衛生総合庁舎施設整備事業費   1,304,162千円 
   ・保健衛生総合庁舎の耐震化工事 
 

（４）水道施設の耐震化 
 ★①【新】水道施設耐震化推進事業費  平成29年度交付金措置 
   ・災害時でも安全・安心な水を供給できる水道施設の整備を促進 
    するため、配水池の耐震化等の整備を支援 
 

南海トラフ地震等災害対策の推進 
 （５）保健衛生の体制強化 
   ① 高知県自然災害時保健活動強化事業   1,805千円 
    ・「高知県南海地震時保健活動ガイドライン」を活用し、地域ごとの 
     被害想定に沿った市町村保健活動マニュアルの策定を支援 
 

   ② 災害歯科保健医療対策推進事業費   1,096千円 
    ・災害歯科保健医療対策を推進するため、関係者による協議会を実施 
     するとともに、研修会を実施し、災害時の歯科保健医療対策を推進 
      

         ③ 広域火葬体制整備事業費   10,965千円 
    ・災害時の効率的な火葬体制の整備推進を図るため、広域火葬訓練・ 
     研修会の開催や火葬場の設備整備を支援 
 
 
 

 （１）新型インフルエンザ対策の推進              
   ① 新型インフルエンザ対策事業費   58,504千円 
     ・外来協力医療機関や入院協力医療機関の資機材整備に対する助成 
    ・抗インフルエンザウイルス薬の購入 
 

 （２）水や食品の安全・安心の確保             
   ① 食品関連施設衛生管理高度化支援事業費   5,609千円 
    ・【新】食品の衛生管理に関する新たな認証制度を創設し、施設の 
     衛生管理の高度化を支援 
 

   ② 食品保健衛生費   36,340千円 
     ・食品の監視指導、検査 
 
 

健康危機管理対策等の推進 
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